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(57)【要約】
【課題】季節に応じて光源の消費電力量を制御すること
ができる照明装置を提供する。
【解決手段】太陽光を受光することで発電する太陽光発
電部１と、太陽光発電部１で発電した電力を蓄電する蓄
電池部２と、蓄電池部２を電源として点灯する光源６と
、人を検知する人感センサ４と、人感センサ４の検知結
果に基づき、人の在・不在を判断する人判断部５１と、
現在の季節を判断する季節判断部５３と、人判断部５３
が人が存在すると判断した場合、点灯保持時間Ｔ３の間
、光源６を第１の調光率Ｄ１で点灯させる点灯制御部５
２とを備え、点灯制御部５２は、季節判断部５３が判断
した季節に基づいて、冬季における光源６の消費電力量
を、夏季おける光源６の消費電力量よりも小さくする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太陽光を受光することで発電する太陽光発電部と、
　前記太陽光発電部で発電した電力を蓄電する蓄電池部と、
　前記蓄電池部を電源として点灯する光源と、
　人を検知する人感センサと、
　前記人感センサの検知結果に基づき、人の在・不在を判断する人判断部と、
　現在の季節を判断する季節判断部と、
　前記人判断部が人が存在すると判断した場合、所定の点灯保持時間の間、前記光源を所
定の調光率で点灯させる点灯制御部とを備え、
　前記点灯制御部は、前記季節判断部が判断した季節に基づいて、昼時間が短い季節にお
ける前記光源の消費電力量を、前記季節判断部が判断した昼時間が長い季節における前記
光源の消費電力量よりも小さくすることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記点灯制御部は、前記季節判断部が判断した季節に基づいて、昼時間が短い季節にお
ける前記点灯保持時間を、前記季節判断部が判断した昼時間が長い季節における前記点灯
保持時間よりも短くすることを特徴とする請求項１記載の照明装置。
【請求項３】
　前記点灯制御部は、前記季節判断部が判断した季節に基づいて、昼時間が短い季節にお
ける前記調光率を、前記季節判断部が判断した昼時間が長い季節における前記調光率より
も低くすることを特徴とする請求項１または２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記人感センサは、焦電型の赤外線検出素子で構成されており、
　前記人判断部は、前記人感センサが、所定の判断時間の間、人を検知している場合、人
が存在すると判断し、前記季節判断部が判断した季節に基づいて、昼時間が長い季節にお
ける前記判断時間を、前記季節判断部が判断した昼時間が短い季節における前記判断時間
よりも短くすることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記太陽光発電部による発電量を検知する発電量検知部を備え、
　前記季節判断部は、前記発電量検知部の検知結果に基づいて、季節を判断することを特
徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項６】
　計時機能を有する計時部を備え、
　前記季節判断部は、前記計時部の計時結果に基づいて、季節を判断することを特徴とす
る請求項１乃至４のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項７】
　屋外の明るさを検知する明るさセンサを備え、
　前記季節判断部は、所定期間内に前記明るさセンサが検知する照度が所定の閾値以上と
なる累積時間を計時しており、当該累積時間に基づいて季節を判断することを特徴とする
請求項１乃至４のいずれか１項に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、太陽光発電を利用した街路灯などの照明装置が提供されている（例えば、特許文
献１参照）。この種の照明装置は、太陽電池と蓄電池とを備えており、太陽電池で発電し
た電力を蓄電池に充電する。そして、この蓄電池に充電された電力を電源として光源が点
灯する。また、人の在・不在を検知する人感センサを有しており、人の存在を検知した場
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合に、所定の点灯保持時間の間、所定の調光率で光源を点灯させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６―２３６５８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　太陽電池による発電量、すなわち蓄電池に充電される電力は、季節によって変化する。
夏季は、昼時間が長いため発電量が多くなるが、冬季は、昼時間が短いため夏季に比べて
発電量が少なくなる。さらに、冬季は夜時間が長いため、光源を長時間点灯させる必要が
あった。そのため、冬季は、光源を点灯させるための電力が不足するおそれがあった。
【０００５】
　本発明は、上記事由に鑑みてなされたものであり、その目的は、季節に応じて光源の消
費電力量を制御することができる照明装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の照明装置は、太陽光を受光することで発電する太陽光発電部と、前記太陽光発
電部で発電した電力を蓄電する蓄電池部と、前記蓄電池部を電源として点灯する光源と、
人を検知する人感センサと、前記人感センサの検知結果に基づき、人の在・不在を判断す
る人判断部と、現在の季節を判断する季節判断部と、前記人判断部が人が存在すると判断
した場合、所定の点灯保持時間の間、前記光源を所定の調光率で点灯させる点灯制御部と
を備え、前記点灯制御部は、前記季節判断部が判断した季節に基づいて、昼時間が短い季
節における前記光源の消費電力量を、前記季節判断部が判断した昼時間が長い季節におけ
る前記光源の消費電力量よりも小さくすることを特徴とする。
【０００７】
　この照明装置において、前記点灯制御部は、前記季節判断部が判断した季節に基づいて
、昼時間が短い季節における前記点灯保持時間を、前記季節判断部が判断した昼時間が長
い季節における前記点灯保持時間よりも短くすることが好ましい。
【０００８】
　この照明装置において、前記点灯制御部は、前記季節判断部が判断した季節に基づいて
、昼時間が短い季節における前記調光率を、前記季節判断部が判断した昼時間が長い季節
における前記調光率よりも低くすることが好ましい。
【０００９】
　この照明装置において、前記人感センサは、焦電型の赤外線検出素子で構成されており
、前記人判断部は、前記人感センサが、所定の判断時間の間、人を検知している場合、人
が存在すると判断し、前記季節判断部が判断した季節に基づいて、昼時間が長い季節にお
ける前記判断時間を、前記季節判断部が判断した昼時間が短い季節における前記判断時間
よりも短くすることが好ましい。
【００１０】
　この照明装置において、前記太陽光発電部による発電量を検知する発電量検知部を備え
、前記季節判断部は、前記発電量検知部の検知結果に基づいて、季節を判断することが好
ましい。
【００１１】
　この照明装置において、計時機能を有する計時部を備え、前記季節判断部は、前記計時
部の計時結果に基づいて、季節を判断することが好ましい。
【００１２】
　この照明装置において、屋外の明るさを検知する明るさセンサを備え、前記季節判断部
は、所定期間内に前記明るさセンサが検知する照度が所定の閾値以上となる累積時間を計
時しており、当該累積時間に基づいて季節を判断することが好ましい。
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【発明の効果】
【００１３】
　以上説明したように、本発明では、季節に応じて光源の消費電力量を制御することがで
きるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態の照明装置のブロック構成図である。
【図２】同上の発電量検知部のブロック構成図である。
【図３】同上の発電量検知部のブロック構成図である。
【図４】同上の発電量を示すグラフである。
【図５】同上の人体検知信号の波形図である。
【図６】同上の人体検知信号の波形図である。
【図７】同上の光源の調光率を示すグラフである。
【図８】同上の光源の調光率を示すグラフである。
【図９】同上の照明装置のブロック構成図である。
【図１０】同上の照明装置のブロック構成図である。
【図１１】同上の照明装置の概略外観図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００１６】
　　（実施形態）
　本実施形態の照明装置のブロック構成図を図１に示す。本実施形態の照明装置は、太陽
光発電部１と、蓄電池部２と、発電量検知部３と、人感センサ４と、制御部５と、光源６
とで構成されている。
【００１７】
　以下に、各部の構成について説明する。
【００１８】
　太陽光発電部１は、太陽電池で構成されており、太陽光を受光することによって発電す
る。そして、太陽光発電部１は、発電した電力を蓄電池部２に供給することで、蓄電池部
２は充電される。
【００１９】
　発電量検知部３は、太陽光発電部１の発電量を検知し、検知結果を制御部５に出力して
いる。発電量検知部３は、図２に示すように、カレントトランス３１とマイクロコンピュ
ータ３２（以下、マイコン３２と略称する）とで構成されている。
【００２０】
　カレントトランス３１は、太陽光発電部１と蓄電池部２とを接続する電路に流れる電流
を検出し、検出結果をマイコン３２に出力する。マイコン３２は、Ａ／Ｄ変換部としての
機能を有しており、カレントトランス３１からアナログ値で出力される検出結果を、デジ
タル信号に変換する。上記構成によって、発電量検出部３は、太陽光発電部１の出力電流
を検出することで太陽光発電部１の発電量を検出し、デジタル信号からなる発電量検出信
号Ｓ１を生成して、この発電量検出信号Ｓ１を制御部５に送信する。
【００２１】
　なお、図３に示すように、カレントトランス３１の代わりに電流検出抵抗３３を用いて
もよい。電流検出抵抗３３は、太陽光発電部１と蓄電池部２とを接続する電路に直列接続
されている。そして、マイコン３２は、電流検出抵抗３３の両端電圧を検出し、検出した
電圧をＡ／Ｄ変換して発電量検出信号Ｓ１を生成して制御部５に送信する。
【００２２】
　人感センサ４は、焦電型の赤外線検出素子（赤外焦動素子）で構成されている。人感セ
ンサ４は、所定の検知エリアにおける人から発生する赤外線（熱）、すなわち人と人の背
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景との温度差を検知しており、温度差を検知することで人を検知する。そして、人感セン
サ４は、検知エリアにおける人の検知・非検知を示す人体検知信号Ｓ２を生成し、この人
体検知信号Ｓ２を制御部５に送信する。
【００２３】
　制御部５は、マイクロコンピュータ等で構成されており、人判断部５１と、点灯制御部
５２と、季節判断部５３とを備えている。
【００２４】
　人判断部５１は、人感センサ４から送信される人体検知信号Ｓ２に基づいて、検知エリ
アに人が存在するか否かを判断する。
【００２５】
　点灯制御部５２は、発電量検知部３から送信される発電量検出信号Ｓ１による昼夜の判
断結果と、人判断部５１による人の在・不在の判断結果とに基づいて、調光信号Ｓ３を生
成する。調光信号Ｓ３は例えばＰＷＭ信号で構成されており、点灯制御部が調光信号Ｓ３
を光源６に送信することで、光源６を点灯制御する。
【００２６】
　季節判断部５３は、発電量検知部３から送信される発電量検出信号Ｓ１に基づいて、現
在の季節を判断する。
【００２７】
　光源６は、蓄電池部２を電源としており、蓄電池部２に充電された電力が供給されるこ
とによって点灯する。また、光源６は、点灯回路を備えており、点灯制御部５２から送信
される調光信号Ｓ３に基づいて、点灯・消灯・調光点灯する。なお、光源６は、放電灯，
ＬＥＤ，白熱電球などで構成されており、特に種類は限定されない。
【００２８】
　以下に、本実施形態の照明装置における各部の詳細な動作について説明する。
【００２９】
　図４に、太陽光発電部１による発電量のグラフを示す。
【００３０】
　季節判断部５３は、発電量検出信号Ｓ１が示す発電量に基づいて、現在の季節を判断す
る。季節判断部５３には、発電量に対する閾値Ａ１が予め設定されている。また、季節判
断部５３は、時間を計時するタイマを備えており、発電量が閾値Ａ１以上の時間を昼、発
電量が閾値Ａ１未満の時間を夜とし、各々の累積時間を計時して昼時間，夜時間を算出す
る。そして、季節判断部５３は、２４時間における、昼時間と夜時間との割合から、現在
の季節を判断する。
【００３１】
　すなわち、太陽光発電部１による発電量の２４時間の変化から、太陽が出ている昼間か
、太陽が沈んだ夜間かを判断する。夏季は昼間の時間が長く、夜間の時間が短いが、冬季
は昼間の時間が短く、夜間の時間が長い。したがって、季節判断部５３は、２４時間にお
ける、昼時間と夜時間との割合から、現在の季節を判断することができる。例えば、季節
判断部５３は、昼時間が１１時間未満の場合は冬季、昼時間が１１時間以上，１３時間未
満の場合は春秋季、昼時間が１３時間以上の場合は夏季と判断する。
【００３２】
　次に、人判断部５１について説明する。
【００３３】
　人判断部５１は、人感センサ４から送信される人体検知信号Ｓ２に基づいて、検知エリ
アに人が存在するか否かを判断する。図５に人体検知信号Ｓ２の波形図を示す。
【００３４】
　人感センサ４は、時間ｔ１において、人から発生する赤外線（温度差）を検知し、人体
検知信号Ｓ２の出力レベルをハイレベルからローレベルに変化させる。また、人感センサ
４は、時間ｔ２において、人が非検知となり、検知信号Ｓ２の出力レベルをローレベルか
らハイレベルに変化させる。すなわち、人感センサ４は、人を検知している場合、人体検
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知信号Ｓ２の出力レベルをローレベルとし、人が非検知の場合、人体検知信号Ｓ２の出力
レベルをハイレベルとする。なお、本実施形態における人を検知している期間（時間ｔ１
から時間ｔ２までの期間）をＴ１とする。
【００３５】
　人判断部５１は、人体検知信号Ｓ２の出力レベルをＴ２０（＝１０ｍｓ）毎に検出して
いる。そして、人判断部５１は、図５に示すように、人体検知信号Ｓ２の出力レベル［ロ
ー］を４回連続で検出すると、検知エリアに人が存在すると判断する。人判断部５１が１
回目の人体検知信号Ｓ２の出力レベル［ロー］を検知してから、４回目の人体検知信号Ｓ
２の出力レベル［ロー］を検知するまでの期間を判断時間Ｔ２１とする。すなわち、人感
センサ４が人を検知している期間Ｔ１が、最短でも判断時間Ｔ２１よりも長い場合に、人
判断部５１は検知エリアに人が存在すると判断する。それによって、人判断部５１は、よ
り確実に人の在・不在を検出し、誤検出を防止することができる。
【００３６】
　しかし、本実施形態の人感センサ４は、焦電型の赤外線検出素子で構成されているので
、人と人の背景との温度差が小さくなる夏季は、検出精度が低下してしまう。
【００３７】
　そこで、季節判断部５３が夏季と判断した場合、本実施形態の人判断部５１は、図６に
示すように、人体検知信号Ｓ２の出力レベル［ロー］を１回でも検出すると、検知エリア
に人が存在すると判断する。すなわち、夏季と判断された場合、人判断部５１が用いる判
断時間は、判断時間Ｔ２１より短い判断時間Ｔ２２となる。なお、この判断時間Ｔ２２は
、人判断部５１が人体検知信号Ｓ２の出力レベルを検知するのに要する期間である。この
ように、人感センサ４の検出精度が低下した夏季であっても、人の在・不在を判断する判
断時間を短くすることで、人が存在するにもかかわらず、人［不在］と判断する誤判断を
防止することができる。
【００３８】
　なお、本実施形態の人判断部５１は、１０ｍｓ毎に人体検知信号Ｓ２の出力レベルを検
出しているが、１０ｍｓに限定するものではない。また、人判断部５１は、人体検知信号
Ｓ２の出力レベル［ロー］を、冬季，春秋季は４回連続、夏季は１回検出することで人が
存在すると判断するが、上記回数に限定するものではない。
【００３９】
　次に、点灯制御部５２について説明する。
【００４０】
　点灯制御部５２は、発電量検出信号Ｓ１による昼夜の判断結果と、人判断部５１による
人の在・不在の判断結果と、季節判断部５３による季節の判断結果とに基づいて、光源６
を点灯制御する。
【００４１】
　点灯制御部５２は、発電量検出信号Ｓ１が示す発電量を監視しており、発電量が閾値Ａ
１以上となると、昼間と判断して光源６を消灯し、発電量が閾値Ａ１未満となると、夜間
と判断して光源６を点灯させる。このとき、点灯制御部５２は、人判断部５１の判断結果
に基づいて、光源６の調光率を決定する。点灯制御部５２は、人判断部５１が人［不在］
と判断した場合、光源６を第２の調光率Ｄ２で点灯させる。そして、点灯制御部５２は、
人判断部５１が人［在］と判断した場合、予め設定された点灯保持時間Ｔ３の間、光源６
を第２の調光率Ｄ２より高い第１の調光率Ｄ１で点灯させる。なお、点灯保持時間Ｔ３経
過後、点灯制御部５２は、人判断部５１の判断結果に基づいて、光源６の調光率を再度決
定する。このように、本実施形態の点灯制御部５２は、夜間となると光源６を点灯させ、
検知エリアに人が存在する場合は光源６の調光率を上昇させる。
【００４２】
　また、点灯制御部５２は、季節判断部５３による季節の判断結果に基づいて、第１，第
２の調光率および、点灯保持時間を変動させる。
【００４３】
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　図７に示すように、点灯制御部５２は、季節判断部５３が夏季と判断した場合、第１の
調光率Ｄ１をＤ１１（＝１００％）、第２の調光率Ｄ２をＤ２１（＝２５％）、点灯保持
時間Ｔ３をＴ３１（＝３分）に設定する。
【００４４】
　点灯制御部５２は夜間と判断すると光源６を点灯させる。時間ｔ３以前は、人判断部５
１は人［不在］と判断しており、点灯制御部５２は、光源６を第２の調光率Ｄ２１（＝２
５％）で点灯させる。そして、時間ｔ３において、人判断部５１が人［在］と判断すると
、点灯制御部５２は、点灯保持時間Ｔ３１（＝３分）の間、光源６を第１の調光率Ｄ１１
（＝１００％）で点灯させる。そして、時間ｔ３から点灯保持時間Ｔ３１（＝３分）が経
過した時間ｔ４以降、点灯制御部５２は光源６を再び第２の調光率Ｄ２１（＝２５％）で
点灯させる。
【００４５】
　しかし、夏季は昼時間が長く、蓄電池２に充電される電力が大きいので、上記設定で問
題ないが、冬季は昼時間が短く、蓄電池２に充電される電力が夏季に比べて小さい。さら
に、冬季は夜間が長いため、光源６を長時間点灯させる必要がある。そのため、特に冬季
は光源６を点灯させるための電力が不足するおそれがあった。したがって、冬季および春
秋季は、夏季に比べて光源６の消費電力量を低減させる必要がある。
【００４６】
　そこで、図８に示すように、点灯制御部５２は、季節判断部５３が冬季と判断した場合
、第１の調光率Ｄ１をＤ１２（＝２０％）、第２の調光率Ｄ２をＤ２２（＝５％）、点灯
保持時間Ｔ３をＴ３２（＝１分）に設定する。
【００４７】
　点灯制御部５２は夜間と判断すると光源６を点灯させる。時間ｔ３以前は、人判断部５
１は人［不在］と判断しており、点灯制御部５２は、光源６を第２の調光率Ｄ２２（＝５
％）で点灯させる。そして、時間ｔ３において、人判断部５１が人［在］と判断すると、
点灯制御部５２は、点灯保持時間Ｔ３２（＝１分）の間、光源６を第１の調光率Ｄ１２（
＝２０％）で点灯させる。そして、時間ｔ３から点灯保持時間Ｔ３２が経過した時間ｔ５
以降、点灯制御部５２は光源６を再び第２の調光率Ｄ２２（＝５％）で点灯させる。
【００４８】
　このように、点灯制御部５２は、季節判断部５３が冬季と判断した場合、夏季と比べて
、第１，第２の調光率Ｄ１，Ｄ２を低くし、点灯保持時間Ｔ３を短くする。それによって
、冬季は、夏季に比べて光源６の第１，第２の調光率Ｄ１，Ｄ２が低く、さらに、消費電
力が大きい第１の調光率Ｄ１で点灯させる点灯保持時間Ｔ３が短くなることで、光源６の
消費電力量が低減する。そのため、冬季に光源６を点灯するための電力が不足することを
防止することができる。
【００４９】
　また、点灯制御部５２は、季節判断部５３が春秋季と判断した場合、点灯保持時間Ｔ３
を、Ｔ３１（３分）とＴ３２（１分）の間である２分と設定する。また、点灯制御部５２
は、季節判断部５３が春秋季と判断した場合、第１の調光率Ｄ１をＤ１１（１００％）と
Ｄ１２（２０％）との間の値、第２の調光率Ｄ２をＤ２１（２５％）とＤ２２（５％）と
の間の値に設定する。それによって、日の出から日の入りまでの時間である昼時間が短い
季節になるにつれて、光源６の消費電力量を低減させることができる。
【００５０】
　また、人と人の背景との温度差が小さくなる夏季は、点灯保持時間Ｔ３の経過後に、人
判断部５１が再度人の在・不在を判断する際に、人が存在するにもかかわらず人不検出と
なるおそれがある。この場合、光源６の調光率が第１の調光率Ｄ１１から第２の調光率Ｄ
２１に移行して暗くなってしまった。しかし、本実施形態の点灯制御部５２は、季節判断
部５３が夏季と判断した場合、点灯保持時間Ｔ３を冬季よりも長く設定するので、人が存
在するにも関わらず暗くなる状態を低減することができる。
【００５１】
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　また、夏季は、人判断部５１が人［不在］と判断した場合でも、光源６の調光率は２５
％であるため、光源６の照射範囲における照度が確保されるので、安全性が向上する。
【００５２】
　なお、第１，第２の調光率Ｄ１，Ｄ２および点灯保持時間Ｔ３の具体的な値は、上記に
限定するものではない。例えば、夏季における第２の調光率Ｄ２を１００％（全点灯状態
）と設定し、人判断部５１の判断結果にかかわらず、夜間に光源６を全点灯するように構
成してもよい。また、冬季における第２の調光率Ｄ２を０％（消灯状態）と設定し、人判
断部５１が人［不在］と判断した場合は、光源６を消灯するように構成してもよい。
【００５３】
　なお、本実施形態では点灯制御部５２と季節判断部５３には、同一の閾値Ａ１が設定さ
れているが、互いに異なる閾値が設定されていてもよい。
【００５４】
　なお、本実施形態では、点灯制御部５２は、季節判断部５３による季節の判断結果に基
づいて、第１，第２の調光率Ｄ１，Ｄ２と点灯保持時間Ｔ３との両方を変動させているが
、いずれか一方のみを変動させてもよい。
【００５５】
　また、本実施形態では、発電量検知部３が送信する発電量検出信号Ｓ１が示す太陽光発
電部１の発電量に基づいて、季節判断部５３は季節を判断し、点灯制御部５２は昼間と夜
間とを判別していた。
【００５６】
　しかし、図９に示すように、発電量検知部３の代わりに、計時機能を有する時計５４（
計時部）を制御部５に設けてもよい。季節判断部５３は、時計５４が示す現在の日付から
季節を判断する。また、点灯制御部５２は、時計５４が示す現在の日付および時間から、
昼間と夜間とを判断する。
【００５７】
　また、図１０に示すように、発電量検知部３の代わりに明るさセンサ７を設けてもよい
。明るさセンサ７は、フォトダイオード等で構成されており、照明装置周辺（屋外）の照
度を検出している。季節判断部５３には、予め照度閾値が設定されており、明るさセンサ
７の検出結果から、照度閾値以上の昼時間と、照度閾値未満の夜時間とし、所定期間内に
おける各々の累積時間の割合から季節を判断する。また、点灯制御部５２には、予め照度
閾値が設定されており、明るさセンサ７の検出結果から、照度閾値未満となると夜間であ
ると判断し、光源６を点灯させる。
【００５８】
　また、本実施形態の人感センサ４は、焦電型の赤外線検出素子で構成されているが、ミ
リ波等を用いる超音波センサまたは、カメラを用いる画像センサで構成されていてもよい
。
【００５９】
　人感センサ４が超音波センサで構成されている場合、超音波センサが、ミリ波などの超
音波信号を送信し、その反射波を受信する。そして、人判断部５１は、超音波信号の送信
から反射波の受信までの時間差に基づいて、検知エリアの人の在・不在を判断する。
【００６０】
　また、人感センサ４が画像センサで構成されている場合、画像センサが、検知エリアを
撮像する。そして、人判断部５１が、撮像結果を画像処理することで、検知エリアの人の
在・不在を判断する。
【００６１】
　人感センサ４を焦電型の赤外線検出素子で構成した場合は、人の検出精度が季節による
影響を受けるが、超音波センサおよび画像センサの検出精度は、季節による影響を受けな
い。したがって、人感センサ４を超音波センサまたは画像センサで構成することによって
、人判断部５１の人の在・不在を判断する判断時間を季節に応じて変更する必要がないの
で、人判断部５１の制御を簡易化することができる。
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【００６２】
　本実施形態の照明装置は、例えば図１１に示すような街路灯１０に用いられる。支柱１
１の上部に太陽光発電部１が設けられ、支柱１１の下方に設けられた筐体１２の内部に蓄
電池部２と発電量検知部３と制御部５とが設けられている。また、支柱１１には、人感セ
ンサ４と光源６とが設けられている。屋外に設置される街路灯１０を本実施形態の照明装
置を用いて構成することによって、季節判断部５３が判断した季節の昼時間が短くなるに
つれて、第１，第２の調光率を低く、点灯保持時間を短くし、冬季における光源６の消費
電力を低減させることができる。それによって、冬季に光源６を点灯するための電力が不
足することを防止することができる。
【符号の説明】
【００６３】
１　太陽光発電部
２　蓄電池部
３　発電量検知部
４　人感センサ
５　制御部
６　光源
５１　人判断部
５２　点灯制御部
５３　季節判断部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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